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「ス クー ル カー ス ト」 とは何か ？

一 首都圏の 公 立 中学 生 を対象 と した 質問紙調査 の 分析か ら一
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1．問題の所在

　本研究の 目的は、「ス ク
ール カ

ース ト」 と呼ば

れる現象が、生徒の学校生活に どの よ うな影響を

与 えるの かを中学 2 年生 を対象とした質問紙調査

か ら明らかにするこ とで ある。

　 「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」とは、教室内の 生徒 の 「人

気」 の高低を要因として、生徒の 人 間関係に序列

構造を生み出 し、それが教室内の 生徒間 で共有さ

れる こ とによっ て、明確な 「身分の差」 となっ て

現れる現象で あ る。これまで 、こ の現象が生徒に

与 える影響 と して は以下の 2 点が指摘され て きた。

　まず 、
こ の カ

ー
ス ト制度の

．．
卜位 に置かれた生徒

は、クラス メイ トか ら身分の 低い存在、っ ま り目

下の 存在だと見なされて、い じ めの 標的にな りや

すくなる とい うこ と。そ して 、もう
一

つ は、た と

えい じめにあわなか っ た とし て も、自分に自信を

なくし、学校生活 へ の適応に大きな影響を及ぼす

とい うこ とである （森口 2007 、萩．E　2008 など）。

　もし、学校に こ の よ うな現象が存在 してい るの

ならば、
一

部の 生徒に とっ て 「ス クール カース ト」

は、教室内 の居心地 の 悪 さ、すなわち適応阻害を

規定する要因とな っ て い る可能卜生があ り、こ の 現

象の仕組みを解明す る こ とは 、 今日の 学校教育に

お ける重要な課題の
一一・

つ だと考えるこ とができる。

　これ ま で の 研究に お い て も、教室 内に 生 じ る人

間関係の 序列化は 、い じめや不登校などの具体的

な教育問題 へ の 引き金になるこ とが示唆され て い

る （森田 1991、竹川 ：L993）。

　また 、
こ の 人間関係の 序列化は 、 生徒の 間 で多

く支持を得る生徒 と、まっ た く支持…を得ない 生徒

の 間の身分の差で あると考えれば、「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 と呼ばれ る現象と適合的で あ る と考えられ

る。

　 しか し、こ の ような序列化、すなわち 「ス ク
ー

ル カー
ス ト1 が実際にイ袵 するの かは検証されて

来ず、それゆえ、今まで こ の現象が生徒の学校生

活に どの よ うな影響を与 えるか とい うこ とには関

心が向かなか っ た 。

　そ こ で本研究では 、

一
ス ク

ー
ル カ

ー
ス ト」 によ

る 「身分の 差」 が、生徒の 学校生活へ与える影響

とは い か なるもの なの か を中学 2年生を対象とし

た質問紙調査 の分析を通 して検証し て い く。

2．調査の概要

◆調査対象 ；神奈川県公立中学校 17校 の 2 年生

◆調査対象校の選定方法 ：神奈川県を 4 つ の 地域

ブ ロ ッ クに分け、それぞれ か ら市を抽出 し、更に

そ の 中か ら対象となる中学校を選定

◆調査方法 ：  教室内で の集団自記式と  教室内

で配布 した調査票を後 日学校に持参 して もらう方

法を併用 （有効回収率は 83．2％）

◆調査時期 ：2009 年 10 月下旬〜2010 年 IH 中

旬

◆有効回答数 ：2874 名（男子 509 ％、女子 49，1％）

3．仮説の設定

　本節では、分析で検証する仮説を設定する。

　 「ス ク
ー

ル カー
ス ト」 は、これまで存在 自体の

実証が されて きて い ない。その ため に まず、これ

ま で に指摘 されて い るとお り、本当に 「ス クール

カ
ー

ス ト」 が生徒の学校生活に影響を与えて い る

の か を検証するこ とが先決であると考えた。そ こ

で、仮説 1− 1 を設定した。

仮設 1− 1 ： 「ス クール カース ト」 は、生徒の学校

適応 （「い じめ の標的 の なりやすさ」 も含む）や自

己肯定感に景i響 を与える。

　また 、 これまで 、 教育社会学の 生徒文化研 究で

は、生徒の 学力が学校適応を規定するとして実証

され て き た
。

で は、も し 「ス クー
ル カ ー

ス ト1 も

学校適応に影響を及ぼすならば、「学力1 と 「ス ク

ー
ル カ

ー
ス ト」 はどち らの 方が生徒の学校適応 に

影響を及 ぼすの だろ うか 。 それを検証するため、

仮説 1− 2 を設定した 。

仮説 1− 2 ： 「ス クー
ル カース ト」は、「学力」より

も生徒の学校適応を強 く規定する。

　さらに これまで の 研究で 、「学力」 は、「階層」

の影響を受けるこ とが指摘 され て きて い る。 だ と

すれ ば、「階層」 が高ければ、「学力」 が高く、「学

力」 が高ければ、学校に適応できる、とい う図式

が成 り立つ 。では、「ス ク
ール カ

ース ト」が生徒の

学校適応に影響を与えると した ら、「ス クール カー

ス ト」 は 「階層」の 影響を受けて い るの だ ろ うか。
「ス ク

ー
ル カ

ー
ス ト」 と 「階層」 の 関連を測るた

め、仮説 1− 3 を設定した 。

仮説 1− 31 「ス クール カース ト」 は 「階層」 の影

響を受けない 。
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　次か らは、こ の クラス の人気の ヒエ ラル キ
ー

が

何によっ て、規定され る傾向があるの かを これま

で の指摘を受けて検証 して い く。森 口 （2007）に

よれ ば 、 クラス の 人気 の ヒ エ ラル キ
ー

は 、
コ ミ ュ

ニ ケ
ーシ ョ ン 能力 （自己主張力 ・同調力 ・共感力）

の 3 次元 マ トリクス に よ り、規定される と され て

い る。そ こ で 、仮説 2− 1 を設定した。

仮説 2− 1 ；生徒の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力が 「ス

ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 地位 に影響する。

　また、森 （2006）によれば 、
「ス ク

ー
ル カ

ー
ス

ト」は容姿の優劣も影響 してい るとい う。 よっ て、

仮説 2 − 2 を設定した。

仮説 2− 2 ：生徒の 容姿が 「スクール カース ト」 地

一

　本田 （2005）によれば、現代の 子 どもたち の 努

力 は 二 分 して お り、旧来の 能力を育むための 「閉

じた努力」 よりも 、
「明るく楽しい 」日々 を送るた

めの 「開かれた努力」 が優勢になりつ つ あるとい

う。もし、上記の 仮説が実証されれば、「学力」 と

は違い 、「ス ク
ール カ

ー
ス ト」は、「開かれた努力」

により得た能力によっ て、そ の 「身分」 が左右 さ

れ るもの だ と考える こ とが で きる。そ こで、「ス ク

ール カ
ー

ス ト」の 上位に位置付 くた めには 、
「開か

れた努力 」 を要するとい う仮説 を立て 、 検証 して

い く。 具体的には、以下 の 仮説によ り、検証する。

仮説 3− 1；「ス ク
ー

ルカ
ース ト」上 位の 生徒は、（自

分の気持ちと違 っ ても）偽 りのキャ ラクターをク

ラス メイ トに提示するなどの努力を要する 。

　最後に、「さらに 『開かれた努力』を必要 とする

の は誰か 」とい う問い を立 て て検証する。 本田は、

旧来の 能力に比 べ て、「ハ イパ ー・
メ リ トクラ シー

」

化 された社会で 必要 とされる能力はよ り家庭の影

響を強く受ける もの だ と して い る。そ こで 、「そ う

い っ た能力がなか っ た生徒にとっ て 、『ス ク
ー

ル カ

ー
ス ト』上位に位置す る こ とは、さらに 「開か れ

た努力」 を必要 とする」 とい う仮説を立 て る。

仮説 3− 2 ：小学校時点で 「ス クール カース ト」 下

位で、中学校入学後に 「ス クール カース ト」 上位

に なっ た生徒には、（自分の 気持ち と違 っ て も）偽

りの キャ ラクタ
ー

をクラス メ イ トに提示するなど

の努力をさらに必要とする。

4．分析結果 （一部）

　本節で は、前節で 設定し た仮説の検討 （
一

部）

を行 う。

　まず、「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」は学校適応 と自己肯

定感に相関がある こ とが確認 された。い じめ られ

る リス クに関しては 、 全体的に みれば、関連は あ

っ たが、「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」中位群が
一
番 「い じ

め の 標的の なりやすさ」 は少 ない とい う結果であ

っ た 。 しかし、ク ロ ス 表で の分析によれ ば、結果

はすべ て 0．1％水準で有意であり、仮説 1− 1 は支

持 され た と言える。

　次 に 、 仮説 1− 2 の検証を行 う。 先行研究と同

様に、学力は、学校適芯や 自己肯定感、い じめの

標的の なりやすさに 関連があ る こ とが確認された。

そこで仮説 1− 1 の 結果を鑑みて、両者をガ ン マ

係数で 比較 した。す ると、い ずれ の 指標におい て

も 「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 の 方が結びっ きが強い こ

とが 示 された 。 よっ て、仮説 1− 2 は支持 され た。

　続 い て、階層が 「ス ク
ール カ

ー
ス ト」 に与える

影響を検証する。こ こで 用い る 階 層」 とは 「文

化階層」 で あ り、蔵書数に よ り、「文化階層」 との

関連を検証する 。 そ の結果 、
「文化階層」 は 「ス ク

ー
ル カ

ー
ス ト1 とは相関が見 られ ない こ とがわか

っ た。よっ て、仮説 1− 3 は支持された。

　次に仮説 2 の分析を行 う。仮説 2 − 1 に関して

は、自己 主張力、同調力が 「ス ク
ー

ル カース ト」

に影響するが、共感力は 「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 に

影響を与えない こ とがわか っ た 。 よ っ て 、仮説 2
− 1 は 部 支持 されなかっ た 。 また 、 容姿は 「ス

ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 に大きく影響 してお り、仮説 2
− 2 は支持 され た

。

　続い て、仮説 3 を検証する。まず、「ス クール

カース ト」が高い ほ ど 「（白分の気持ち と違 っ て も）

人が求め る キャ ラ を演 じて しま う」傾向がある こ

とが確認された 。 しか し、小学校 5年生時 の 「ス

ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 で統制す ると、演 じて しま う傾

向があるの は、小学校 5年生時に 「ス クール カ
ー

ス ト」 下位で あ っ た生徒だけで あ る こ とも確認さ

れた。よっ て、仮説 3 は支持 され た 。

5．考察

　 こ れ らの 結果か ら、以下 の 知見が得 られた。

　 「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」 とは、  生徒の 学校生活

へ の適応に大きく影響を与えて お り、そ の影響は

「学力」よりも大きい。また、「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」

は階層 の 影響を受けない
。   また 、

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 との 関連は、様々 なメデ ィ ア で 叫ばれ

て い るが、「共感力t とは関連がない。そ して 「ス

クール カース ト」 は 、生徒の容姿と関連がある。

  過去に 「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」下位で あ っ た者が
、

「ス ク
ー

ル カ
ー

ス ト」上位に身を置 こ うとする と、

自分の 気持ちと違 っ て も、偽 りの キ ャ ラクターを

提示 しなけれ ばならない とい う負荷を伴 う。また、

もともと 「ス ク
ール カース ト」 上位で あれば、こ

うい っ た負荷を伴 うこ とは少な い。

（当 日の 発表で は、こ れ らの 分析に 加 え て 、さらに

詳細 な分析を行 い ます。また、参考文献につ きまし

ては、当 日配布の レ ジュ メをご参照 ください ）
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